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研究成果の概要（和文）：本研究は、19世紀末アメリカ合衆国南部の黒人市民による公立学校の人種隔離反対運
動を研究するものである。当初はルイジアナ州、ノースカロライナ州、サウスカロライナ州、ワシントンDCの南
部各地方を比較考察する予定であったが、コロナ禍のため現地調査が叶わずルイジアナ州に焦点を絞り、教育に
限らず幅広く人種隔離に関する研究を続けた。国際学会を含む６6回の研究発表を行い、論文（査読無、刊行予
定のものを含む）や書評などを発表した。現在は英語での単著刊行を目指している。

研究成果の概要（英文）：This project examined Black Southerners' public school desegregation 
movement in the postbellum United States. Although this research initially aimed to study public 
schools in Louisiana, North Carolina, South Carolina, and Washington D.C., the COVID-19 pandemic 
prohibited the researcher from conducting adequate archival research. As a result, she primarily 
focused on Louisiana and paid attention to the desegregation of other public institutions within the
 state. During the funding period, the researcher participated in international and domestic 
conferences and published scholarly articles and book reviews. Currently, she is writing a book 
manuscript in English.  

研究分野： 歴史学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究が注目する、19世紀末アメリカ合衆国南部における黒人市民による公立学校の人種隔離運動反対運動は、
従来人種別の公立学校を自明としてきた教育史に再考察を迫るものである。
アメリカ合衆国では今世紀に至っても人種によって顕著な教育格差がある。人種・エスニシティ・ジェンダーな
どによる教育機会の不均等は日本にとっても今後より真剣に取り組むべき課題である。本研究は当時最大の人種
マイノリティであった黒人らによる隔離運動のルーツを探ることで、公教育の在り方を問い直すことに学術的、
社会的意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１． 研究開始当初の背景 

 
本研究は、南北戦争（1861-1865 年）及び奴隷制廃止（1865 年）後のアメリカ合衆

国（以下アメリカ）南部における、黒人市民による公立学校の人種隔離反対運動を検討
するものであった。当初、研究代表者は、アメリカ史においてこの時期の人種隔離研究
の対象から、学校がしばしば抜け落ちていることや、人種別の公立学校が自明とされて
いることに疑問を抱いていた。そこで本研究は南部の 3 州と 1 都市（ルイジアナ州、サ
ウスカロライナ州、ノースカロライナ州、ワシントン D.C.）の事例を比較研究すること
で、黒人が奴隷制廃止直後から隔離反対を掲げてきたことを明らかにし、脱隔離の様相
を検討する予定であった。 

しかし、研究開始直後新型コロナ感染症パンデミックが始まり、研究に重要であった
現地での一次史料調査が数年間不可能となった。期間延長後も遅れを取り戻すことは困
難と判断し、博士課程時から研究蓄積のあったルイジアナ州に焦点を絞り、同時に公立
学校だけでなく他の公共機関（鉄道など）に射程を広げ研究を行った。 
 
２． 研究の目的 

 
 本研究は 19 世紀黒人市民運動に新たな議論をもたらすことを目的とした。従来の人
種隔離研究は制度の発展過程に注目するため、被差別者である黒人コミュニティ内の考
えや行動は過小評価される傾向にあった。また 19 世紀末の黒人による反対運動は、隔
離制度が 1950 年代頃まで合法であったため、一件失敗したと考えられる。しかし、南
北戦争終結時から、黒人市民が反隔離という独自の人種平等理念を掲げたことは、20 世
紀の公民権運動など、草の根の市民運動の起源を再考察するきっかけとなる。更に、ア
メリカでは 21 世紀においても人種による教育機会の不均衡が問題となっている。人種
による教育格差がどのように歴史的に構築されてきたのか、その問題に人種的マイノリ
ティがどのようにアプローチしてきたのか考察することは、表層だけに捉われず、歴史
的な経緯を踏まえながら社会課題に取り組む一助となる。 
 
３． 研究の方法 

 
本研究は上述の通りパンデミックのため、ルイジアナ州の教育問題を中心に、鉄道な

どの公共機関の隔離問題を対象とした。まず、渡航が不可能であった機関にはオンライ
ン・データベースを用い、新聞の一次史料を収集、また二次文献を精読し議論に必要な
先行研究を確認した。2022 年度以降はアメリカでの調査が可能になったため、ワシン
トン DC のナショナル・アーカイブズを中心に、連邦軍によるルイジアナ州占領記録及
び、請願書、解放民局などの関連史料を検討した。また、ルイジアナ州ではニューオー
リンズ市を中心に、学校や現地黒人指導者の記録などを中心に史料を収集した。こうし
た一次史料を連邦軍、黒人、そして現地の白人によって書かれたものに分け、各言説を
突き合わせることで、学校運営に関する脱隔離運動の始まりや議論の構築過程を整理し
ていった。ルイジアナ州の黒人層には、フランス語を母語とする有色のクレオール、ア
メリカ英語を母語としプロテスタントのアングロ・アメリカ系黒人が存在した。黒人指
導者による言説を分析する際は、各人のコミュニティへの帰属意識を同時に検討し、公
教育に関わる一枚岩ではない意見を分類し、再建期(1865 年‐77 年)から 19 世紀末ま
での歴史的変遷を追った。 
 
４． 研究成果 

 
このような一次史料の分析では以下のことがわかった。まず南北戦争直後からルイジ

アナ州の黒人は、解放民専用学校の設立を支援すると同時に、黒人専用学校の設立を拒
否し、人種統合された学校制度も目指していた。このような複雑な様相には、現地白人
の多くが解放奴隷への教育すら拒否した厳しい現実があり、人種統合が単なる非現実的
な理想ではなく、白人の妥協を引き出し、教育機会を確保するための急進案と見なされ
ていたことがわかった。 

第二に、ルイジアナ州にはフランス語話者である有色のクレオールと呼ばれた当地に
固有の黒人層が存在したが、学校の脱隔離には彼らの環大西洋フランス語文化の影響が
みられることが確認された。だが、同時に非クレオールの様々な指導者も脱隔離に賛同
しており、この運動が非常に幅広い人材を動員した草の根運動であったことが導きださ
れた。このような背景が、ルイジアナ州の最大都市ニューオーリンズにおける公立学校
の部分的脱隔離に繋がったことがわかった。 



 第三に、当初の予定にはなかったが、学校以外の鉄道などの他公共機関にも目を配る
ことで、様々な公共施設を巡る草の根運動の連関が可視化され、ルイジアナ州の黒人コ
ミュニティが人種平等達成に関して、全ての施設へのアクセスが重要課題として共有し
ていたことがわかった。 
 第四に、ルイジアナの草の根運動の継続性も理解することができた。特に前述のニュ
ーオーリンズ市では学校の再隔離が 1877 年以降進められ、草の根運動も教育の脱隔離
を公に掲げることはなくなった。だが、今回の調査結果により、19 世紀末に至っても
黒人コミュニティ内では公教育の脱隔離論が依然として存在していたことがわかった。 
 最後に、これらの研究成果を活かし、再建期の黒人市民運動と 2020 年大統領選挙で
見られた言説の比較考察を行うなど、現代アメリカ社会を歴史的に分析するアウトリー
チ活動に従事することができた。今後はこれらの成果や学術発表の結果をまとめ、英語
で単著を刊行するべく準備を進める予定である。 
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